英語教師の教科書研究 : 社会言語学からの考察 by 田中 芳文 & Yoshifumi TANAKA
－ 31－
英語教師の教科書研究 ―社会言語学からの考察
田中　芳文
教科書に提示されている英語表現について社会言語学の視点から考察し
た。謝罪の発話行為としての特徴，謝罪のストラテジー，慣用のレベル，談
話単位での特徴を明らかにし，教科書研究の重要性を指摘した。
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Ⅰ．Prolog
中学校学習指導要（第２章第９節 外国語）や
高等学校学習指導要領 ( 第２章第８節 外国語）
には，言語活動を行うために取り上げる「言語
の働き」の例として「気持ちを伝える」があげら
れ，そのなかでも「謝る」は中学校と高等学校
に共通して示されている。さらに，『中学校学習
指導要領解説』（p. 25）には，具体的な表現とし
て“I’m sorry.”と“Please forgive me.”があげ
てある。　　
しかし，学習指導要領に基づいて作成される
教科書を見ると，その提示の仕方はさまざまで
ある。文部科学省検定済教科書中学校外国語科
用（平成 27 年 3 月 11 日検定済み）に次のよう
に提示されている。
（例 1）
謝　る
Sorry.
Sorry I’m late.
― COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 1（光村図書）， 
　巻末口絵
（例 2）
あやまる（学校からの帰り道。急いでいた健
は，エマにぶつかってしまいました。）
Ken:    Oh. I’m sorry.
概　　要
Emma: No problem.
― NEW CROWN ENGLISH SERIES 1（三省堂），p.27
（例 1）では「謝る」ための表現として“Sorry.”
と“Sorry I’m late.”が併記されているが，その
違いは何か。後者で“Sorry.”に“I’m late.”が
付加されている理由は何か。
（例 2）では，場面設定をしたうえで，2 人のダ
イアログの形を取っているのはなぜか。
高等学校外国語科用「英語会話」（平成 24 年
3 月 1 日検定済）や「英語表現Ⅱ」（平成 25 年 2
月 28 日検定済）には次の記述がある。
（例 3）
・あやまる
　１. Excuse me.―That’s OK.
　２. I’m sorry.
　― SELECT English Conversation（三省堂），p.103
（例 4）
〈Apologies〉
１．I’m sorry I haven’t answered your 
email.―Don’t worry. I know how busy 
you are.
２．Excuse me for being late.―That’s OK. I 
just got here myself.
３．I have to apologize to you for giving 
you trouble.―Oh, it’s nothing.
４．Please forgive me for breaking the rule.
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３はフォーマルな表現．４の forgive は重大な
罪や過ちを許す場合に用いる．
―BIG DIPPER English Expression Ⅱ（数研出版）， p.104 
例 3 では“Excuse me.”と“I’m sorry.”が提
示されているが，その違いは何か。“Excuse 
me.”に対してのみ“That’s OK.”が提示されて
いるがそれでよいか。
例 4 では列挙した 4 つの表現のうち 2 つに付
けられている注記にはどのような意味がある
か。
Ⅱ．コミュニカティブ・アプローチ
　　と社会言語学　　
Dell Hymes が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
（communicative competence）の概念を持ち出
したのは 1972 年のことであった。それ以降，従
来の言語教育が文法や構造など言語の形式的な
面のみを重視しすぎていたという反省から，こ
のコミュケーション能力の養成ということが言
語教育の主要な目標となった。コミュニカティ
ブ・ランゲージ・ティーチング（Communicative 
Language Teaching），あるいはコミュニカティ
ブ・ ア プ ロ ー チ（Communicative Approach）
と呼ばれる英語教授法である。現在の日本の学
習指導要領を見ると，中学校の外国語と高等学
校の外国語や英語の科目全体の目標にはすべ
て「コミュニケーション能力を養う」ことがあ
げられ，そのための教材は「実際の言語の使用
場面や言語の働きに十分配慮したものを取り
上げる」とされている。コミュニケーション能
力とは，言語の使用場面に応じて適切に発話を
作り出したり理解したりすることができる能
力，つまり文法性（grammaticality）だけでな
く，言語使用の適切さ（appropriateness）を判
断する能力であると言える。したがって，学習
者に提示される教材は，文法のルール（rules of 
grammar）だけでなく，言語使用のルール（rules 
of language use）をある程度反映したものでな
ければならず，したがって“theory of language 
use”を扱う社会言語学（sociolinguistics）から
の考察がきわめて重要となる。
社会言語学の扱う領域はきわめて広範であ
るが，Candlin （1976）はコミュニケーションを
重視した英語教育の基盤として重要な研究領
域を 10 項目あげている。本稿では，そのなか
でも特に，発話行為（speech act）理論や言語
機能（language function），さらには談話分析
（discourse analysis）の研究成果を参考にしな
がら，「謝る」ための表現，つまり謝罪（apology）
の表現を取り上げて検討する。なお，語用論
（pragmatics）の視点から英語教育における謝罪
の表現を取り上げたものに最近では石原・コー
エン（2015）があるが，すでに山田・田中（1988）
は，その視点から謝罪の表現を詳細に検討して
いた。本稿は，改めて学習指導要領や教科書研
究との関連で謝罪の表現について検討するもの
である。
Ⅲ．発話行為としての謝罪表現
話 し 手（speaker）と 聞 き 手（hearer）が
存 在 す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 場 面 に お け
る 話 し 手 に よ る 発 話 行 為 は，陳 述 表 示 型
（Representatives），行為指導型（Directives），
行 為 拘 束 型（Commissives），態 度 表 明 型
（Expressives），宣告命名型（Declaratives）の５
つに分類されるが，謝罪の発話行為は態度表明
型に属する（Searle 1979, 山梨 1986）。
また，発話行為が適切に遂行されるため
に は，Seale（1969）が 適 切 さ の 条 件（felicity 
condition）と呼ぶ条件を満たす必要があり，
そ の 条 件 に は，命 題 内 容 条 件（prepositional 
content condition）［発話の命題内容が満たす
べき条件］，準備条件（preparatory condition）
［話し手と聞き手，場面に関する条件］，誠実条
件（sincerity condition）［話し手の意図に関す
る条件］，本質条件（essential condition）［行為
の遂行義務に関する条件］の４つがある。謝罪
の発話行為の場合，適切さの条件は次のように
整理できる（Cf . Searle 1969，山梨 1986）。
命題内容条件　聞き手による過去の行為
準 備 条 件　その行為は相手に不利益を与
え，話し手はその行為が相手に
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不利益を与えると信じている
誠 実 条 件　話し手は自分の行為を後悔して
いる
本 質 条 件  自分の行為に対する話し手の謝
罪の気持ちの表現
Ⅳ．謝罪のストラテジー
かつて依頼（request）の発話行為を遂行する
ために使用されるストラテジー（strategy）に
ついて検討したことがあるが（田中 1988），謝罪
についても同様にそのストラテジーを整理して
おく必要がある。謝罪のストラテジーを考える
際に今でも参考になるものには Aijmer （1996）, 
Fraser（1981）, Cohen and Olshtain（1981）が
あるが，ここでは Olshtain and Cohen （1983）
による意味公式（semantic formula）をあげてお
く（Cf . Blum-Kulka and Olshtain 1984, Coulmas 
1981, Trosborg 1987）。謝罪という言語機能
（function）をもつ表現形式（form）は多様であ
ることがわかる。
Formula １: An expression of apology
    a.  An expression of regret
       “I’m sorry.”
    b.  An offer of apology
       “I apologize.”
    c.  A request for forgiveness
       “Excuse me.”
       “Please forgive me.”
       “Pardon me.”
Formula ２: An expression or account of the
　　　　　  situation
       　　   “The bus was delayed.”
Formula ３: An acknowledgment of
　　　　　  responsibility 
    a.  Accepting the blame
       “It is my fault.”
    b.  Expressing self-deficiency
       “I was confused.”
       “I wasn’t thinking.”
       “I didn’t see you.”
    c.  Recognizing the other person as 
        deserving apology.
       “You are right ! ”
    d.  Expressing lack of intent
       “I didn’t mean to.”
Formula ４: An offer of repair.
                “I’ll pay for the broken vase.”
                “I’ll help you get up.”
Formula ５: A promise of forbearance
                “It won’t happen again.”
Formula 1 はさらに３つの subformula に下
位分類されているが，いずれもapologize, be 
sorry, forgive, excuse, pardon といった“apology 
verb”が使われ，直接的な謝罪の表現になって
いる。特に subformula b ではapologize という
遂行動詞（performative verb）が使用され，最
も明示的な遂行表現となっている。
Formula 1 が定型的な表現であるのに対し
て，Formula 2 か ら Formula 5 で 使 用 さ れ る
表現はいずれも個々の場面に応じた（situation-
dependent）ものである。Formula 2 は，なぜ
そのような行為が起きたのかを説明するもの
で，Formula 1 に付加されるか，Formula 1 の
代用として使われる。Formula 3 は，話し手
が自分に責任があると認めた場合にのみ使用
され，subformula a だけが直接的に責任を認
める表現で，そのほかは間接的な表現である。
Formula 4 は，その行為によって何らかの損害
があった場合や修復が可能な場合に用いられ
る。Formula 5 は，避けることができた行為が
起こってしまい，それを再び起こさないという
気持ちを話し手が表す場合に使われる。
Ⅴ．慣用のレベル
謝罪の表現形式を慣用のレベル（levels of 
usage）の視点から検討しておくこともまた重
要である。特に，互いに対照的な価値を持つ
次の３組で考えるのがよい方法である（Leech 
and Svartvik 2002）。
formal    ←→   informal
polite     ←→   familiar
－ 34－
田中芳文
written  ←→   spoken
このなかで，謝罪の表現形式を formality の
観点から提示するものには，Coffey（1983）や
Tillitt and Bruder （1985）などがあるが，ここ
では前者の一部をあげておく。
<Formal>
  I beg your pardon.
  Please accept my apologies.
  Please excuse me.
  Please forgive me.
  I’m （really）（so）（very） sorry.
  Sorry !
<Informal>
Ⅵ．談話の単位における特徴
Canale （1983）がコミュニケーション能力
の 構 成 要 素 と し て，文 法 能 力（grammatical 
competence），社会言語能力（sociolinguistic 
competence），談話能力（discourse competence），
方略的能力（strategic competence）の４つをあ
げているように，実際の言語の使用場面を考え
た場合，特に談話の単位（discourse unit）での
分析も必要である。つまり，Speaker A :“X”/
Speaker B :“Y”という談話単位あるいは隣接ペ
ア（adjacency pair）を考慮しなければならない。
１．Speaker A:“X”/Speaker B:“Y”（apology）
コミュニケーションの場面で謝罪に相当す
る行為が起きたとき，その行為を起こした側
がすぐに謝罪を行う場合もあるが，相手の発話
“X”を受けてから謝罪を行う場合もある。この
場合，発話“X”にくる典型的なものとしては
不平（complaint）の表現がある（Richards and 
Schmidt 1983）。
２．Speaker A:“X”（apology）/Speaker B:“Y”
謝罪に対する応答表現には，大きく分けて
相手の謝罪を受諾する（accept）場合と謝絶
する（reject）場合の２通りがあるが，受諾す
る の が 通 例 で あ る（Tillitt and Bruder 1985， 
Wardhaugh 1985）。
謝 罪 を 受 諾 す る 場 合 の 表 現 に つ い て は，
Coffey （1983）と Tillitt and Bruder （1985）か
ら次の表現があげられる。
  Don’t worry about it.
  That’s all right.
  It’s OK.
  That’s OK.
  No problem.
  Forget it.
Ⅶ．Epilog
例 1 の“Sorry I’m late.”は，謝 罪 の ス ト
ラ テ ジ ー の 視 点 か ら 見 る と，Formula 1 の
“An expression of regret”に Formula 3 の
“Expressing self-deficiency”を付加したもので
あることがわかる。さらに応答表現への言及も
あるとよい。
例 2 は，具体的な場面設定をして，談話レベ
ルでの特徴を意識して，謝罪に対する応答表現
も提示している点がよい。　
例 3 に提示されている 2 つの表現は，同じ
Formula 1 で は あ る が，“Excuse me.”は“A 
request for forgiveness”であり，“I’m sorry.”
は“An expression of regret”であるという違
いがある。後者に対しても応答表現を提示する
必要がある。
例 4 の 4 つの表現にはすべて遂行動詞が使用
されており，Formula 1 の代表的な表現である。
「フォーマルな表現」といった慣用のレベルにつ
いての言及もあり，言語の使用場面に対する配
慮がうかがえる。
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